
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

超音波
 

取 

こ

 ●適応機

  ■US－

  ■US－

波洗浄

 扱

このたびは、超

お使い

機種 

－10NS   

－30NS 

 

機 U

扱  説

超音波洗浄機

いになる前にこ

お読みに

■US－18N

洗 　 浄－＋
強　弱

切　替

洗 浄 中

強

弱

温　度

表　示

株式

US-NS

説 明

機 US-NS シリ

この取扱説明

なった後は、

NS 

式会社エ

シリー

明

リーズをお買い

明書をよくお読

いつもお手元

エスエヌ

ーズ 

書

い上げいただ

読みいただき

元においてご

■安全

■ご使

   

   

   

   

   

■運転

   

   

   

   

   

   

   

■お手

■修理

■仕様

■保証

ヌディ 

書

だきましてあり

、正しくお使い

ご利用ください

＜目
上のご注意

用の前に

◇各部の名

◇表示・操

◇設置・・

◇間接洗浄

◇機能・・

方法   

◇準備・・

◇運転開始

◇温度の確

◇出力切替

◇洗浄時間

◇運転の終

◇排水方法

入れ、トラ

サービス及
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書    

りがとうござい

いください。 
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安

●ここに示した

財産への損害

●表示と意味は

 
警

 
注

 ＊物的損害

●図記号の説明

 
注

 
発

 
感

 
禁

 
火

 ＊具体的な

安全上

た警告サイン

害を未然に防止

は次のように

警告 
誤っ

内容

注意 
誤っ

内容

害とは、本装置

明 

注意（警告を含

発火注意 

感電注意 

禁止（してはい

火気厳禁 

な注意内容は、

上のご注

と図記号の例

止するための

なっています

った取扱いをす

容を示します。

った取扱いをす

容を示します。

置のみならず他

含む） 

いけないこと）

図記号の近く

 

注意 ■必

例は、製品を安

ものです。

。 

すると、人が死

 

すると、人が障

 

他の機器類、設

 

くに文章や絵で

必ずお守り

1

安全に正しくお

死亡または重傷

障害を負うこと

設備への拡大損

で示します。

下さい■

お使いいただき

傷を負う可能性

とや物的損害の

損害を示します

接触禁止

分解禁止

指示（必

電源プラ

必ずアー

き、お使いにな

性が想定される

の発生が想定さ

す。 

止 

止 

必ず守ること）

ラグをコンセン

ース線を接続す

なる人や他の人

る 

される 

 

ントから抜く 

する 

人々への危害、、 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安

 

必ず交

・アー

・アー

 

プラグ

電源コ

・感電

 

揮発性

・中毒

※本機

 

可燃性

・引火

※本機

 

屋外に

・火災

 

指定さ

■AC 

・消費

容量

・火災

 

アース

・保護

・火災

・詳し

 

無人の

・不具

 

流しの

・ショ

 

本機下

・使用

 

洗浄中

・ショ

・火傷

 

洗浄槽

・100

なり

 
警告

安全上

交流100 Vの

ースを接続しな

ースを接続しな

グをコンセン

コードをインレ

電やけがをする

性の洗浄液など

毒など人体に悪

機は防爆構造で

性の液体やガス

火、爆発、火災

機は防爆構造で

に設置しない。

災や感電、故障

された電源に必

100 V 15 A以

費電力は仕様の

量の確保できる

災や漏電、故障

ス線およびアー

護されていない

災や故障の原因

しくは販売店ま

の場所で本機の

具合が生じた際

の中や浴室等の

ョート、感電、

下部（ゴム足近

用し続けるとシ

中または液が入

ョート、感電、

傷の恐れがあり

槽下部より100

0 mm以上の水位

ります。 

告 

上のご注

3 Pコンセン

ないと火災や感

ないと他の機器

トから抜き差

レットから抜き

る恐れがありま

どを使用する際

悪影響を及ぼす

ではありません

スの近くでは絶

災の危険があ

ではありません

。 

障の原因とな

必ず単独で接続

以上（ D種接地

の欄に記載して

る電源を使用

障の原因にな

ース端子は、漏

い他の機器が漏

因になります。

または電気工事

の使用はしない

際、洗浄機をそ

の水が流れる所

、火災、故障の

近辺など）に液

ショート、感電

入った状態で、

、故障の原因に

ります。 

0 mm以上水を

位がない状態

 

注意  

ト（ D種接地

感電、故障の原

器への雑音の原

しするときは

き差しすると

ます。 

際は、室内の換

す危険がありま

ん。 

絶対に使用し

ります。 

ん。 

ります。 

続する。 

地工事のアース

てあります。

してください。

ります。 

漏電遮断器で保

漏電した場合、

。 

事店にご相談

いこと。 

そのまま放置す

所には置かな

の原因になりま

液漏れを確認

電、火災、故障

、本機を移動

になります。

を入れること。

態で使用すると

2

地工事のアース

原因となりま

原因となりま

は、濡れた手で

きは、濡れた

換気に充分注

ます。 

ない。 

ス付き）の電源

。 

保護されてい

、本装置に危

ください。 

すると火災の

い。 

ます。 

認した際は、本

障の原因にな

しないこと。

 

と、異常加熱し

ス付）に接続す

す。 

す。 

で行わない。

た手で行わない

注意する。 

源 

いない他の機器

危険電圧がかか

恐れがありま

本機の使用を禁

ります。 

 

しやけどや故障

する。 

い。 

器と共用しない

かります。 

す。 

禁止して下さい

障の原因に 

 

 

 

 

 

 

い。 

 

 

い。  
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安

 

本機洗

の洗浄

・有機

・pHに

・本機

※その

い。

 

本機底

・感電

 

本機に

丸洗い

・ショ

 

インレ

・ショ

 

洗浄槽

・ショ

・洗浄

 

電源コ

・ショ

 

電源コ

・ショ

 

洗浄槽

・異常

 

使用中

・やけ

 

長期間

・絶縁

安全上

 
警告

洗浄槽へ洗浄液

浄液は使用しな

機溶剤を使用す

に関係なく、使

機の材質は仕様

の他の洗浄液を

また、オプシ

底面の冷却穴よ

電やショート、

に水をかけたり

いは絶対にしな

ョート、感電、

レット、メイン

ョート、感電、

槽から水を溢れ

ョート、感電、

浄機内部に水が

コードや電源プ

ョート、感電、

コードにピンや

ョート、感電、

槽に水が入って

常加熱し、やけ

中や使用直後に

けどの恐れがあ

間使用しないと

縁劣化による感

上のご注

告 

液を直接入れる

ない。 

すると、破損や

使用する洗浄

様の項目に記載

を使用する場合

ションのインサ

より内部にピ

、故障の原因と

り、浸したり

ない。 

、火災、故障の

ンスイッチに絶

、火災、故障の

れさせない。 

、火災、故障の

が入り、電子機

プラグの傷み、

、火災の原因に

やゴミを付着

、火災の原因に

ていない状態で

けどや故障の原

に高温部（洗浄

あります。 

ときは、必ず電

感電や漏電火災

 

注意  

る場合は、弊社

や爆発の恐れが

液の成分によ

載しています。

合は、必ず使

サートトレイを

ンなどの金属物

となります。

しない。 

の原因になりま

絶対に水をか

の原因になりま

の原因になりま

機器の故障の原

、又はコンセ

になります。

させたまま使用

になります。

では絶対に使用

原因になります

浄槽、本体底

電源プラグを

災の原因にな

3

弊社製US-CLEAN

があります。

よっては、本機

。 

使用する洗浄液

をご使用くだ

物や異物を入

ます。 

けない。 

ます。 

ます。 

原因になりま

ントの差込み

使用しない。

使用しない。（空

す。 

底面）に触れな

コンセントか

ります。 

N以外（USC-F

機の破損や故障

液のメーカにご

さい。 

入れない。 

す。 

みがゆるいとき

空焚き） 

ない。 

から抜く。 

F00シリーズを

障の原因になり

ご確認の上ご使

きは使用しない

を除く）

ります。。 

使用下さ

 

 

 

 

 

い。 
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安

 

運転中

・ショ

 

電源コ

・ショ

 

電源コ

ねじっ

・絶縁

 

使用後

・絶縁

 

電源コ

・ショ

 

排水管

・排水

・洗浄

 

本体底

・異常

 

改造や

・火災

・修理

 

動作中

・洗浄

安全上

 
警告

中に電源プラグ

ョート、感電、

コード部分を引

ョート、感電、

コードを傷つけ

ったり、束ねた

縁劣化による感

後は、必ずメイ

縁劣化による感

コードの傷み

ョート、感電

管をつかんで本

水管が破損し液

浄槽が変形する

底面の放熱口を

常加熱し、故障

や自分での修理

災や感電の原因

理は販売店にご

中に排水をしな

浄液が無くなる

上のご注

告 

グをコンセン

、火災の原因に

引っ張ってコ

、火災の原因に

けることや、加

たりしない。 

感電や漏電火災

インスイッチを

感電、漏電火災

み、被覆に亀裂

電、火災の原因

本体を持ち上げ

液漏れの原因に

る恐れがありま

をふさがない。

障の原因にな

理は絶対にしな

因となります。

ご相談下さい。

ないこと。 

ると空焚き状態

 

注意  

トから抜かな

になります。

ンセントから抜

になります。

加工したり、

災の原因にな

をOFFにする

災の原因にな

裂があるときは

因になります。

げない。 

になります。

ます。 

。 

ります。 

ないこと。 

。 

。 

態となり、異常

4

い。 

抜かない。

無理に曲げた

ります。 

。 

ります。 

は使用しない。

。 

常加熱し故障

たり、引っ張っ

。 

障の原因になり

ったり、 

ます。 
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×

×

×

×
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安

 

排水口

・排水

 

落下さ

・破損

 

傾いた

・水漏

 

振動の

・故障

 

高温に

・故障

 

湿気や

・ショ

・破損

 

洗浄槽

・洗浄

・落下

 

火気を

・火災

 

排水バ

・バル

 

洗浄槽

・洗浄

原因

 

長時間

・この

 
注意

安全上
 

 

 

口につまる恐れ

水ができなくな

させたり、倒し

損や故障の原因

た所に置かない

漏れや故障の原

の激しい所に置

障の原因になり

になる所、直射

障の原因になり

や埃の多い所、

ョートや発熱に

損や故障の原因

槽の縁に物を乗

浄槽やスノコ、

下し、洗浄物や

を近づけない。

災や変形の原因

バルブにものを

ルブが変形し、

槽内に重いもの

浄槽が凹み、超

因になります。

間連続で洗浄運

の様な時は運転

意 

上のご注

れのあるゴミは

なります。 

したりしない。

因になります。

い。 

原因となります

置かない。 

ります。 

射日光の当たる

ります。 

、腐食性ガスが

により感電や火

因になります。

乗せない。 

、洗浄カゴが破

や洗浄機を破損

。ストーブな

因になります。

を乗せない。 

、水漏れの原因

のを置かない。

超音波発振素子

。 

運転している

転を停止し、

 

注意  

は流さない。

。 

。 

す。 

る所に置かな

が発生する所

火災の原因にな

。 

破損する恐れが

損する恐れがあ

どの近くには置

。 

因になります。

。投げ入れな

子の損傷および

と本体内部の温

しばらく待って

5

い。 

所などに置かな

なります。 

があります。

あります。 

は置かない。

。 

い。 

び槽の穴開き

温度が上がり

てから再びご

ない。 

による内部電

、加熱防止装

ご使用下さい。

電子機器の故障

装置が動作しま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障の 

 

ます。  
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×
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×

×

×

×

×

×

×

×

×
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安

 

50 ℃

・故障

 

1日9

・異常

 

操作ス

・故障

 

操作ス

・破損

 

洗浄槽

・洗浄

 

ガラス

・傷を

・破損

 

漆器や

・傷を

 

水で洗

腕時計

・内部

 

洗浄中

・感電

・販売

 

超音波

 

使用前

下さい

 

使用後

安全上

 
注意

℃以上のお湯は

障の原因になり

9時間以上の連

常加熱し、故障

スイッチを強く

障の原因になり

スイッチを硬い

損、故障の原因

槽に必ず付属の

浄物を直接入れ

ス、レンズ及び

を付けたり、破

損してもよい同

や金箔を施した

を付けたり、破

洗うことのでき

計など生活防水

部に水が侵入し

中に異常が発見

電や火災の原因

売店にご相談下

波洗浄器は精密

前には電源コー

い。また、使用

後は本体、洗浄

上のご注

意 

は使わない。 

ります。 

連続使用はしな

障の原因にな

く押さない。 

ります。 

い物や尖った物

因になります。

のスノコまたは

れると洗浄槽を

びアルミ製品な

破損の恐れがあ

同等品で、あら

た食器、貴重品

破損の恐れがあ

きないものは洗

水規格の製品は

し故障の恐れが

見された場合は

因になります。

下さい。 

密部品を内蔵

ードの接続部な

用中は動作絶え

浄槽、電源コー

 

注意  

ないこと。 

ります。 

物で押さない

。 

は洗浄カゴを入

を痛める恐れが

などを洗浄する

あります。 

らかじめ試し洗

品、鼈甲、貝細

あります。 

洗浄しない。

は洗浄しない

があります。

は、直ちに使用

。 

していますの

など、汚れや水

えず監視して

ードなどの汚れ

6

。物をぶつけ

入れて使用す

があります。

るときは、破損

洗浄をして下

細工、真珠、

。 

使用を中止する

で、取扱いに

や水分が付着し

下さい。 

汚れを落として

けない。 

する。 

損の恐れがある

さい。 

メガネなどは

る。 

には充分注意し

していないこと

て保管して下さ

るので注意する

は洗浄しない。

して下さい。 

とを確認して 

さい。 

 

 

 

 

る。  
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ご使用の前に 

洗 　 浄－＋

電 源

強　弱

切　替

洗 浄 中

強

弱

温　度

表　示

10
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：
30
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1
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S
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：
36

5
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N
S：

2
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、
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・

3
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2
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3
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0
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：
28
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18
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・

30
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：
3
53

10NS：295、18NS：321、30NS：498

10NS：365、18NS：391、30NS：568

【上部】 

【前面】 

【背面】 

電源コード 

排水口

スノコ 

洗浄槽

表示・操作パネル 
メインスイッチ 

電源用インレット

排水コック

ホースジョイント 

上蓋

本体

電源コード 

各部の名称 
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 ■設置場所は機器の性能、寿命などに大きく関係します。設置にあたっては次のような点にご注意ください。 

  ○室内に設置して下さい。 

  ○高温や湿気、埃のない場所へ置いて下さい。 

  ○水のかからない場所へ置いて下さい。 

  ○風通しの良い場所へ置いて下さい。 

  ○水平で振動や衝撃のないしっかりとした場所へ置いて下さい。 

  ○アースが取れる場所へ置いて下さい。 

  ○周囲に可燃性の液体やガスなどのない場所に設置下さい。 

 

 

 

 

 ●有機溶剤や強酸の液を洗浄に使用される場合は、これらの液をトレーなどの容器に入れて、その容器を洗浄槽内の 

  液（水）に沈めて洗浄を行うと、超音波が洗浄槽の液を通して容器に伝搬されて間接的に洗浄することができます。 

  ・容器などを洗浄槽に沈める時は、洗浄槽の液が溢れないように注意して下さい。 

   液が溢れると本機内に侵入し、故障の原因になります。 

  ・トレーなど容器内の液（有機酸など）が絶対に本機外観や洗浄槽にかからないように注意して下さい。 

   また、その取扱いにも充分注意して下さい。 

  ・間接洗浄を行った場合、洗浄効果は減少しますのでご了承下さい。 

  ・本機は防爆仕様になっていませんので、有機溶剤等の使用時にはご注意下さい。 

 

 

 

 ◆洗浄終了ブザー 

  洗浄が終了するとブザーでお知らせします。（ピー・ピー・ピー） 

 ◆ディガス機能 

  洗浄中は30分毎に洗浄液のガス（エアー）抜きのため、約2秒程度発振が停止します。 

  洗浄液中からガスを除去することで、より効果的な洗浄を行うことができます。 

 

  

ご使用の前に 

表示・操作パネル 

設 置 

間接洗浄 

機 能 

※アース線は必ず接続して下さい。 

洗　浄－＋
強　弱

切　替

洗浄中

強

弱

温　度

表　示

洗浄中ランプ

出力強ランプ

出力弱ランプ

温度表示ランプ 

時間／温度表示 

温度表示スイッチ 

出力切替スイッチ 
加算スイッチ 減算スイッチ 

洗浄スイッチ 
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準

(1)電源コー
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(3)本体側面
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(5)洗浄槽下

(6)洗浄物を

 

交流1

・火災

・他の

 

洗浄槽

・感電
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・損傷

※本機

 

無人の

・不具

 

洗浄槽

・洗浄
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運転方

準 備 
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浄物を直接置く

9時間以上の連

常加熱し、故障

方法 
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mm以上の水位
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かけることや、
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ではありません
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際、洗浄機をそ

のスノコまたは

くと洗浄槽を痛

連続使用はしな

障の原因にな

 

レット

クタ 

電源プラグ 
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は開いた状態に

の「洗浄カゴ」を
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さい。 

さい。 

位まで水を入れ

り水を溢れさ

D種接地工事

ります。 

ります。 

、洗浄槽上部

となります。

れないで下さ

。 

ん。 

ないこと。 

そのまま放置す

は洗浄カゴを入

痛める原因とな

ないこと。 

ります。 

00 V  3 P コンセ

になっています

を使用して下さ

9

に差し込みます

D種接地工事

れて下さい。

させないで下さ

警告
事のアース付き

部より水を溢れ

い。 

すると火災の

注意
入れて使用し

なります。 

セント（アース付）

す。

さい。 

す。 

事のアース付）

さい。” 

告 

き）以外では使

れさせないよう

恐れがありま

意 

して下さい。

に差し込みま

使用しないで下

うにして下さい

す。 

ます。 

下さい。 

い。 

排水コッ

ホースジョイン

ック閉
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運

運

温

①本体前面の

 ・【洗浄時

②洗浄時間を

 ・洗浄が開

 ・この時、

 ・洗浄中は

③洗浄を中止

 ・洗浄が中

 ・【時間／

 

洗浄は

・空焚

①洗浄槽内の

②【温度表示

 ※現在温度

③【時間／温

運転開始 

運転方

温度の確認

のメインスイ

時間ランプ】が

を変更する必要

開始されます

、【時間／温度

は30分毎に洗

止する場合は

中止されます

／温度表示】に

は必ず洗浄槽に

焚きをすると異

の温度を確認

示ランプ】が

度は目安です

温度表示】を元

方法 

時間

メイ

温度

温度表示

認  

ッチをONにし

が点灯し、【時

要がない場合

。 

度表示】に洗浄

洗浄液のガス

、【洗浄スイッ

。 

に設定されてい

に水が入ってい

異常加熱し、や

したい場合は

点灯し、【時間

。 

元の時間表示

 

間／温度表示 

インスイッチ 

度表示ランプ 

示スイッチ 

します。 

時間／温度表示

合は、この状態

浄残り時間が表

（エアー）抜き

ッチ】を押して

いる洗浄時間が

いる状態で行

やけどや故障の

は、【温度表示ス

間／温度表示】

示に戻す場合は

強

切

温　度

表　示

10

示】に洗浄時間

態で【洗浄スイ

表示されます。

きのため、約

て下さい。 

が表示されます
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って下さい。

の原因となり

スイッチ】を押

】に現在温度

は、もう一度【

＋
強　弱
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間［ 06 ］が表

イッチ】を押し

。 

2秒程度発振が

す。 

告 

ます。 

押します。 

（ ℃ ）が表示

【温度表示スイ

洗　浄－

洗浄中

強

弱

表示されます。

します。 

が停止します。

示されます。 

イッチ】を押し

洗浄

洗浄ス

 

。 

します 

浄中ランプ 

スイッチ 
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 ①超音波の出力を可変したい場合は、【出力切替スイッチ】を押します。 

②【出力強ランプ】か【出力弱ランプ】が点灯し、出力の可変が出来ます。 

  ※出荷時は弱に設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※出力可変は、洗浄中や洗浄停止中のどちらでも設定可能です。 

  また、【出力弱ランプ】点灯中は、超音波の出力が約50 ％になります。 

 

 

 

 ①【温度表示ランプ】が消灯していることを確認して下さい。 

  ・消灯していないときは【温度表示スイッチ】を押して【温度表示ランプ】を消灯させます。 

  ・【時間／温度表示】に設定されている洗浄時間が表示されます。 

 ②時間を増やしたい時は【加算スイッチ】を押して下さい。 

  ・1回押すごとに1分ずつ若しくは1時間ずつ時間が加算され、最大9時間まで設定できます。 

  ・押し続けると時間の加算が早送りできます。 

 ③時間を減らしたい時は【減算スイッチ】を押して下さい。 

  ・1回押すごとに1分ずつ若しくは1時間ずつ時間が加算され、最大9時間まで設定できます。 

  ・押し続けると時間の減算が早送りできます。 

 ④設定が終わったら【洗浄スイッチ】を押して下さい。 

  ・洗浄が開始され、【時間／温度表示】に洗浄残り時間が表示されます。 

  ・洗浄中に【加算スイッチ】【減算スイッチ】を押しても時間を変更することができます。 

  ・洗浄中は30分毎に洗浄液のガス（エアー）抜きのため、約2秒程度発振が停止します。 

 

 ※時間表示は下記のように変化します。 

   時間表示の変化：【01,02,03,04,05,…,57,58,59,60,2h,3h,…,7h,8h,9h】 

   分  表  示：【01】～【60】 

   時 間 表 示：【2h】～【9h】 

 

 

 

 

  

運転方法 

出力切替 

洗　浄－＋
強　弱

切　替

洗浄中

強

弱

温　度

表　示

出力強ランプ 

出力弱ランプ 

出力切替スイッチ

洗浄時間の設定 
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排

①洗浄時間が

 ・終了時に

 ・ヒータが

 ・この状態

②運転を終了

◆運転終了時

 ①本体側面

 ②本体側面

 ③排水が完

 

洗浄中

・空焚

 

排水ホ

・本体

運転方

運転の終了

排水方法 

※ホ

※必

が終了すると

にブザーが「

が入っていれ

態で【洗浄ス

了する場合は本

時および水の

面の排水接続

面の排水コッ

完了したら排水

中は絶対に排水

焚き状態となり

ホースは水が流

体の排水口より

方法 

 

排

排

ホースは内径が

必ず本体より低

、設定されて

ピー・ピー・

ば【ヒータラ

イッチ】を押

本体前面のメ

入れ換え時 

口に排水ホー

クを開けて排

水コックを閉

水をしないで下

り、故障の原因

流れやすいよ

り必ず下にホー

 

排水コック閉 

排水ホース 

が15 ㎜のもの

低い位置に排水

いる時間を表

ピー」と鳴っ

ンプ】が点灯

すと再び洗浄

インスイッチ

ースをしっかり

排水して下さい

めて下さい。

下さい。 

因となります。

うにして下さ

ースがあるよ

をご用意下さ

水ホースの先端

12

表示した状態で

って洗浄を停止

灯しており、加

浄を開始します

チをOFFにしま

と差し込んで

い。 

 

警告

。 

注意
い。 

うにして下さ

い。 

端があるように

で待機になりま

止します。 

加温は継続しま

す。 

ます。 

で下さい。 

告 

意 

い。 

排水

にして下さい。

ます。 

ます。 

水コック開



 

 13

 

 

 

 ●お手入れの前に本体や洗浄槽が熱くなっていないことを確認して下さい。 

 ●本体の汚れはぬるま湯か中性洗剤を含んだよく絞った柔らかい布できれいに拭き取って下さい。 

  シンナー、ベンジン、アルカリ性洗剤、ベンゾール、アルコール、化学ぞうきん、ミガキ粉などで拭かないで下さい。 

 ●ステンレスの洗浄槽は錆びにくい性質をもっていますが、次のような場合には錆が発生することがありますのでご使用後 

  は柔らかい布で洗浄槽をきれいに拭いて下さい。 

  ※錆びやすいものが槽に残っていたとき 

  ※赤錆の混じった水を使用し、赤錆が残っていたとき 

  ※異物などで槽が傷ついたとき 

  ※長時間、槽に水を入れて放置したとき 

 

 

 修理を依頼される前に下記のことを確認して下さい。それでも正常に動作しない場合は、販売店にご相談下さい。 

 

★洗浄槽に水が溜まらない。 ＊排水コックが開いていませんか？ 

★メインスイッチが入らない。 ＊電源プラグやインレットをきちんと差し込んでいますか？ 

★【洗浄スイッチ】を押しても洗浄が開始されない。 ＊メインスイッチがOFFになっていませんか？ 

★洗浄中に洗浄が止まってしまう。 
○長時間連続で洗浄運転をしていると本体内部の温度が上がり、 
 加熱防止装置が作動します。 
 このような時は運転を停止し、しばらく待ってから再びご使用下さい。

★排水ができない。 
＊排水口が詰まっていませんか？ 
＊排水ホースが液面より高くなっていませんか？ 

★洗浄中に洗浄槽や本体にさわるとしびれる。 

＊電源プラグが3 Pコンセント（ D種接地工事のアース付き）に 
 接続されていますか？ 
○アースを取ってあっても、超音波により洗浄槽が振動していますので、
 しびれを感じますがこれは異常ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 ●ご使用中に異常が生じたときは、差込プラグをコンセントから抜いて、お買上の販売店にご相談下さい。 

  その他ご不明な点は、お買上げの販売店または、製造元にご相談下さい。 

 ●AC 100 Vコンセント以外でお使いになった時及び、取扱説明書による使用方法以外の故障は、保証期間内でも原則 

  として有料修理になります。 

 ●保証期間経過後の修理については、販売店にご相談下さい。修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望に 

  より有料修理いたします。その他詳細は、保証書をご覧下さい。 

 

 

 ●保証書は必ず「販売店名・お買上日」などの記入をお確かめになり、保証書の内容をよくお読みになったうえで大切に 

  保存して下さい。 

 ●取扱説明書による正しい使い方をしていて、万一故障したときは、保証書記載内容により、保証期間内はお買上げの販 

  売店が無料修理いたします。 

●洗浄槽は消耗品です。過剰なご使用による洗浄槽の劣化は有償修理となります。 

 ●保証期間はお買上日から1年間です。 

 

 

  

お手入れ・トラブルシューティング 

修理サービスおよび保証（保証書）について 

お手入れ 

トラブルシューティング

修理サービス 

保証（保証書）について
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 US－10NS US－18NS US－30NS 

定格電圧・周波数 AC 100 V   50 – 60 Hz 

消 費 電 力 180 W 280 W 380 W 

発 振 38 kHz  BLT 自励発振 

洗 浄 時 間 最大9 時間（1 分～60 分まで 1 分刻み、2 時間～9 時間まで 1 時間刻みで設定可能） 

高 周 波 出 力 
強 240 W 360 W 480 W 

弱 120 W 180 W 240 W 

槽 容 量 10.3 L 18.9 L 29.3 L 

槽寸法 （W×D×H） 295×233×150 (㎜)※1 321×295×200 (㎜)※1 498×295×200 (㎜)※1 

本体寸法（W×D×H） 365×303×284 (㎜)※2 391×365×353 (㎜)※2 568×365×353 (㎜)※2 

使 用 周 囲 温 度 10 ℃ ～ 35 ℃ 

使 用 電 圧 範 囲 AC 90 V ～ AC 110 V 

安 全 装 置 電子回路過昇温度保護装置、電子回路過電流保護装置 

排 水 コ ッ ク 手動排水バルブ式 

材 質 本体(SUS304)、洗浄槽(SUS304)、パネル(PP 樹脂)、配管・バルブ(SUS304) 

付 属 品 脱着式電源コード、スノコ(SUS304)、上蓋(SUS430) 、洗浄カゴ（SUS304） 

消 耗 品 洗浄槽一式（耐久：約3000 時間） 
 

※1：槽内寸法は、角槽のため間口と底面がおよそ同じ寸法になります。 

※2：排水配管部分含まず。排水配管部分は、排水コックを開いた状態で約50 mm、排水コックを閉じた状態で約120 mm飛び出します。 
 

 

 
 
 

 

仕様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 名

★お客様 

 ご住所 

 〒   
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★お買い

 

 本書は、本
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下さい
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再発行しません

様の取扱説明書
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使用上の誤り、
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品を外部へ移動
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い。 
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補修用性能部品

           

超音波洗浄機 

 ℡ 
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無料修理をさ
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には、直ちにお

んので、紛失し

書、本体貼付ラ

提示のうえ、お

の修理など、ア
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、および不正な

落下・移動・輸
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ない場合。 
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Pコンセント

れ。 
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においてのみ有
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動する場合は、

保証書に記入し

に明示した期間

証書によって、
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保
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はなりませんか
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輸送上の故障
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耗品です。）

有効です。 

n Japan. 

事前にお買い

してあるお買い

間、条件のもと

お客様の法律

て詳しくはお買

株式
392-0012 長野

L 0266-58-66

           

保 証
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様
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くことをお約束

から、必ず記入

販売店にお申し

切に保管して下

注意書による正

販売店に修理を
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ります。 

による故障お

および損傷。
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下さい。 
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店にご相談下さ

に修理がご依頼

無料修理をお約

制限するもので

売店または製造
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号  
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す。 

確認下さい。 
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さい。 

頼できない場合

約束するもので

ではありません

造元にご相談下

ィ 

番地 2

8-6654

 

         

間 

期間中に故障

させていただ

げの販売店また

故障および損傷

きかえられた場

故障および損傷

合には、製造元

です。 

んので保証期間

下さい。 

           

した場合には

きます。 

たは製造元に

傷。 

場合。 

傷。 

元にご相談 

間経過後の 
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